
下水道法による事業計画業務

　事業計画B（単独公共下水道：汚水計画のみ）

　下水道用設計標準歩掛表　令和7年度（第３巻　設計委託）P.46

上段：標準歩掛                  

下段：補正後　　　　　(単位：人)

技師長 主任技師 技師(A) 技師(B) 技師(C) 技術員 計 面積補正 備　　　　　考
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6施策

管きょ・ポンプ場・水処理・汚泥処理

1

7-4 まとめと照査

小　　　　　計

4-11 まとめと照査

小　　　　　計

7 下水処理による水質向上の見通し

5 汚水ポンプ場計画

4-8 幹線管きょの流量計算表作成

4-9 下水道計画一般図作成

4-5 幹線管きょ縦断面図作成

4-6 幹線管きょの施設平面図作成（拡大区域）

小　　　　　計

4 汚水管きょ計画

4-4 区画割平面図作成

3-2 計画汚水量、汚濁負荷量の算定

3-3 まとめと照査

小　　　　　計

3 基本事項の検討

3-1 事業計画区域及び計画フレームの設定

2-1 関連計画の資料収集・整理

2-2 下水道整備・維持管理状況の確認

2-3 まとめと照査

5-4 容量、水理計算

作　　　業　　　項　　　目

1 基本作業の確認

小　　　　　計

2 基礎調査

放流先水域の状況

7-2 下水処理による水質向上の見通し

5-9 まとめと照査

小　　　　　計

終末処理場計画

6-2 年度別流入水量の検討

6

6-10 まとめと照査

小　　　　　計

6-4 容量、水理計算

7-1

小　　　　　計

9
主要な施設の設置及び機能維持に関する中長期
的な方針

9-3 まとめと照査

9-2 施設の機能の維持に関する方針

9-1 施設の設置に関する方針



2

2

2

2

2

1

○ 面積補正 ○　作業補正
※積上げ金額に乗じ補正を行う。 　　※標準歩掛（人工）に乗じ補正を行う。
※補正率は標準歩掛表による。 　　※補正率は見積りによる。

面積補正（1） 　　作業補正（Ａ） 1.000
ｃ＝「事業計画業務」の補正係数 　　作業補正（Ｂ） 1.000
ｘ＝対象面積（ha）　　　　　　　＝ 20.0 　　作業補正（Ｃ） 1.000
ｃ＝(ｘ/50)^0.45　　　　　　　　＝ 0.662 　　作業補正（Ｄ） 1.000

※処理区を編入するため、対象817.5haとする 　　作業補正（Ｅ） 1.000
　　作業補正（Ｆ） 1.000

面積補正（2）
ｃ＝「事業計画業務」の補正係数
ｘ＝対象面積（ha）　　　　　　　＝ 2,217.3
ｃ＝(ｘ/50)^0.45　　　　　　　　＝ 5.509

※全区域を対象とするため、対象2,497.8haとする

10-4 その他参考図書まとめ

小　　　　　計

11-5 まとめと照査

10-2 事業計画説明書

小　　　　　計

11 設計協議

10-3 提出図面まとめ

10 提出書類の作成

10-1 事業計画書



都市計画事業認可申請図書作成業務

　都市計画事業認可申請図書作成A（単独公共下水道：汚水・雨水計画共）

　下水道用設計標準歩掛表　令和7年度（第３巻　設計委託）P.73

上段：標準歩掛                  

下段：補正後　　　　　(単位：人)

技師長 主任技師 技師(A) 技師(B) 技師(C) 技術員 計 面積補正 備　　　　　考

1

1

1

1

○ 面積補正 ○　作業補正
※積上げ金額に乗じ補正を行う。 　　※標準歩掛（人工）に乗じ補正を行う。
※補正率は標準歩掛表による。 　　※補正率は見積りによる。

面積補正（1） 　　作業補正（Ａ） 1.000
ｅ＝「都市計画事業認可申請図書作成業務」の補正係数 　　作業補正（Ｂ） 1.000
ｘ＝対象面積（ha）　　　　　　　＝ 20.0
ｅ＝0.002ｘ＋0.900　　　　　　　＝ 0.94

※最下限である20haとする

小　　　　　計

作　　　業　　　項　　　目

2 計画図

3 申請書

4 参考図書

5 まとめと照査


